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日本ＯＰ協会会員各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ＯＰ協会

理事長　国見悦朗

　　　　　　　　　　　　　　最終選考会の運営の変更について

前略、平素は協会の活動にご支援、ご協力頂き誠にありがとうございます。また、会員の皆様方も、春のセーリングシーズンに向かいますますご発展のことお喜び申し上げます。

さて、２００７年度ナショナルチームの最終選考会が、来る３月２２日より江の島ヨットハーバーにおいて行われますが、その運営の件につきまして、当初は江の島ジュニアヨットクラブ様が主体となって運営を行う事になっておりましたが、日本ＯＰ協会において運営を行う事になりましたので、ご報告をさせていただきます。

尚、直前になって運営主体が代わる事につきまして、会員の皆様方におかれましては、不安、不信に思われるのではないかと思いますので、ここにその経緯をご連絡いたします。

1） 一昨年の６９条に関連した問題、及び昨年の広島での総会における江の島ジュニアヨットクラブ様の行為に対し、継続総会時に１０を越えるクラブから除名動議が提出されました。しかし動議については、裁判で係争中でもあり理事長預かりとして、継続総会時の議題にする事は避け、今後、江の島ジュニアヨットクラブ様との協議を行うこととしました。
2） 裁判での決定を受け、江の島ヨットクラブ（ジュニアの上部団体）様の責任者と協議をしてまいりましたが、平成１９年２月２２日に江の島ヨットクラブ様の会長名にてＪＯＤＡに対し、今後の組織編制とグッドマナー、スポーツマンシップの向上策についての回答書を頂きました。しかし、当事者の処分あるいは、謝罪が無いため、２月２５日の理事会において、預かっている除名動議を発動すべしとの意見が多数を占めました。
3） しかしながら、除名動議を臨時総会に提出することは出来る限り避けたいとの思いから、なんとか早期解決を計るべく江の島ヨットクラブの責任者の方と協議をする了解を得て、江の島ヨットクラブと協議を重ねて来ました。その協議の冒頭で、将来的に除名の動議が出されるのであれば、最終選考会を江の島ジュニアヨットクラブとしては引き受けられないのでＪＯＤＡにて運営をして欲しい旨の提案がありました。また、ぎりぎりまで結論が出ずに、選考会直前になって選考会の運営が出来ないという事態を避けるためにもＪＯＤＡにて運営をして欲しいとの要望もありました。しかし、選考会の運営をＪＯＤＡが行うことについては、ＪＯＤＡや江の島ジュニアにおいてもデメリットが大きいのではないかとの判断もあり、なんとか除名の動きを回避し、選考会の運営は江の島ジュニア様にお願いできるよう依頼してまいりました。
4） 当初、理事会では会員各クラブから出された除名動議を採択し臨時総会を開くという決定がされましたが、そのまえに、最終調整を理事長に任されたので、除名回避のためＪＯＤＡとして以下の条件を最終的に提示させていただきました。
A)　江の島ジュニアヨットクラブにおいて組織を改革し、グッドマナー、スポーツマンシップの向上に努める

B)　６９条の問題に関係した父兄から理事会において正式な謝罪をお願いしたい。
　　　という２点でした。

　　　Ａ）については、クラブ内ですでに着手し動き出しているとのことで双方了解し、解決済みとし

　　　しましたが、Ｂ）については是非お願いし、それを以って最終決着としたいと申し入れました。

　　　それは、ＪＳＡＦを相手にしたスポーツ仲裁の申立、その後ＪＯＤＡを相手にした横浜地裁への申立のなかで、ＪＳＡＦおよびＪＯＤＡを誹謗し、とくに地裁への申立においては、ＪＯＤＡの費用と時間において負担を強いた上に、ＪＯＤＡの理事会および理事を誹謗、中傷する内容でありました。既に裁判結果は皆様に公開しておりますが、ＪＯＤＡ側の主張が認められた以上、今後ＪＯＤＡとの関係を絶たず、ご子息がＪＯＤＡの選手会員としてＪＯＤＡの活動に加わるのであれば、最低限、本件についての謝罪はあってしかるべきではないか、そして謝罪を以って本件については双方和解をし、それにより同じＯＰを愛好する仲間として迎え入れるべきとの判断をしました。
5） 上記提案を以って、和解をしたいとの申し入れに対し、江の島ヨットクラブ様の回答は、謝罪は難しいとの判断でした。それであれば、最終決着を早期に行うのは難しいとの判断をしました。そして、ＪＯＤＡとしても選考会の開催直前で運営を断られると、開催を中止或いは延期せざるを得ない状況になり、会員の皆様に大変申し訳ない状況になると考え、できる限りリスクを減らすためにＪＯＤＡにて選考会の運営を行ったほうが良いのではないかの思いから、江の島ヨットクラブ様に対し、運営をＪＯＤＡにて行いたい旨の打診を致しました。
6） 江の島ヨットクラブ内においても、問題が早期解決しないのであれば、運営を断るべきという意見と、請け負った以上責任を全うし運営を行うべきとの意見があり、ＪＯＤＡの打診に対し回答を一旦保留されましたが、昨日午後に運営をＪＯＤＡにて行って欲しい旨の連絡がありました。

以上の経緯をもって、ＪＯＤＡとしては最終選考会の運営をＪＯＤＡが直接行う事に致しました。

本件については、今後も継続して江の島ヨットクラブとの協議を行って行き、双方納得の行く解決をしていく所存です。

ＯＰ級は親子で楽しめる数少ないセーリングスポーツであるとの思いから、親も子もクラブの垣根を越えてＯＰセーリングを楽しむ環境を作り上げて生きたいと考えております。
会員の皆様にご迷惑をお掛けする事の無いよう、十分対処していく所存です。

今後とも皆様のご支援、ご協力をお願い致します。

草々

